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新潟山形南部連絡道路（関川～小国）における計画段階評価

１．関川・小国地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①冬期の降雪等による交通障害の発生
○自然災害や交通事故による通行止めが多く、通行止め時は
交通が遮断され、地域への影響が非常に大きい(図１)

○冬期は運搬排雪等の除雪作業により交通障害が発生(図１、写真１)

②交通事故が多発
○市街地部には死傷事故率の高
い箇所が多数存在し、小中学校
への通学に危険な状況（図１）

○山間部では正面衝突事故や車
両単独事故による通行止めが
多く発生（図２）

③地域経済の衰退
○小国町の人口は減少傾向が止まらず、雇
用の場の創出が喫緊の課題（図３）

○小国町の主要産業は製造業であり、製造
業の支援が地域経済の重要課題（図４）

①通行止め時の代替性が不十分
○四季を通じて連絡できる唯一の道路であ
り、通行止め発生時に迂回路がない（図７）

○市街地部は交通規制を伴う運搬排雪を４
日に１日の割合で実施（図８）

②市街地への通過交通流入と危険な
道路構造

○大型車等の通過交通が市街地を通過せざるを得
ない都市構造となっており、通行車両及び歩行者
の安全確保が課題（図９）

○山間部には線形不良箇所が多数存在し、重大事
故が発生しやすい道路構造となっている（図１）

③脆弱な道路ネットワーク
○小国町の東西には南北軸の高規格道路の整
備が進んでいる一方で、東西軸を形成する道路
が脆弱

○地域経済の活性化において、日本海東北自動
車道と東北中央道の連絡の強化が必要

①信頼性の高い道路ネットワークの確保
②日常生活における安全性の確保
③製造業の支援

④医療施設への移動信頼性・速達性の向上
⑤観光振興の支援

④医療活動が他地域に依存
○小国町の人工透析・周産期医療に対応
した病院までの所要時間は40分で山形
県内で 下位（図５）

○国道113号は交通障害が多いため、沿線
住民が安心して通院できる道路が必要

⑤山形県内でも大きな観光集客力の格差
○観光客数が増加する山形県内において、置
賜地域は観光入込客数が伸び悩み（図６）

○新潟県、福島県、山形県は冬期観光資源を
活用した３県連携の広域的観光を推進して
いるが、道路ネットワークが脆弱

○小国町内には、周産期医療や人工透析に対応する医療施設が
なく、町外の病院へ依存しており、地域住民の生活に国道113号
を利用した地域間の移動は不可欠（図１０）

⑤高規格道路の利便性の悪い地域構造
○小国町から 寄の高規格道路は東北中央道・南陽
高畠IC、日東道・荒川胎内ICであるが、非常に遠方
であり、地域間交流の阻害となっている

図１ 関川・小国地域で発生する冬期の降雪、交通事故等による交通障害

写真１運搬排雪により速度が低下

図９ 市街地を通過する国道113号

唯⼀の幹線道路の
国道113号沿線の

市街地に拠点が集約

④医療施設への低いアクセス性

図１０ 人工透析患者の通院先(H29)

資料：小国町聞き取り調査より
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図５通院に時間を要す小国町

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度

資料：運搬排雪作業日：国土交通省資料 積雪深：気象庁

※積雪深平均値はH29.12〜
H30.3の平均値

※⼭形県主要4都市は､⼭形･
新庄･酒⽥･⽶沢

図８ 不定期に行われる運搬排雪（H29)

資料：ETC2.0データITARDAデータ（H25-H28）
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0.4km

冬期狭⼩幅員区間

113

⼭間部では事故や通⾏⽌めが多発 対策のとりづらい市街地に課題が多く存在

通常期（Ｈ29.4-11）の平均旅⾏速度20km/h以下の区間
冬期の運搬排雪⽇（Ｈ29.12-H30.2）の平均旅⾏速度20km/h以下の区間
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図４第2次産業の就業比率が高い小国町
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資料：国勢調査図３減少傾向にある小国町の人口推移

⼩国町の⼈⼝のピーク時から
約57%減少

⼭形県内最下位

資料：H27国勢調査

図２ 関川～小国の通行止
めを伴う事故類型（H20-H29）
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運搬排雪時期：
（12⽉1⽇〜3⽉31⽇)121⽇間
■運搬排雪作業⽇(H29年度)

雪崩による通⾏⽌め(横根トンネル抗⼝新潟側)
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資料：国土交通省資料

図６ 伸び悩む小国町の観光入込み客数

資料：新潟県観光入込客統計、山形県観光者数調査

【観光入込み客数】 【外国人観光客数】

村上市⇔南陽市間の所要時間

延⻑ 所要時間

通常ﾙｰﾄ 93㎞ 109分

迂回ﾙｰﾄA 216㎞ 289分

迂回ﾙｰﾄB 215㎞ 301分

距離 2倍以上
時間 約3倍
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役場

工場

病院・福祉施設

学校

その他主要施設

死傷事故率100件/億台キロ以上（H25‐H28）
事故による通行止め箇所（H20‐H29）
災害による通行止め箇所（H20‐H29）

評価項⽬ 【案１】 市街地側ルート 全線新設案
＜サービス速度60㎞/h ⼜は 80㎞/h＞

【案２】 最短ルート 全線新設案
＜サービス速度60㎞/h ⼜は 80㎞/h＞

【案３】 市街地側ルート 新設+現道改良案
＜サービス速度60㎞/h ⼜は 80㎞/h（現道改良区間は60㎞/h）＞

ルート概要 別線により現道課題解消と時間短縮を図る案 別線により現道課題解消と時間短縮を図る案 市街地部を現道改良により現道課題を解消する案

延 ⻑ 約１3km 約１１km 約１２km

政
策
⽬
標

信頼性の⾼い道路ネット
ワークの確保 通⾏⽌めになりにくい ・災害・事故による通⾏⽌めは回避可能

（過去10年間の通行止め箇所の通過 12箇所⇒0箇所） ○
・災害・事故による通⾏⽌めは回避可能
（過去10年間の通行止め箇所の通過 12箇所⇒0箇所） ○

・⻄側の⼭間部は災害・事故による通⾏⽌めは回避可能
・市街地部は現道改良のため、代替路が確保できず通⾏⽌めは回避できない
（過去10年間の通行止め箇所の通過 12箇所⇒4箇所）

△

⽇常⽣活における
安全性の確保 事故危険箇所の回避

・市街地部を通過する交通が別線に転換するため
市街地内の安全性が向上
（事故の発生割合が高い箇所の通過 5箇所⇒0箇所）

○
・市街地部を通過する交通が別線に転換するため
市街地内の安全性が向上
（事故の発生割合が高い箇所の通過 5箇所⇒0箇所）

○
・⻄側別線区間の事故が軽減
・市街地部は現道改良により、事故が軽減
（事故の発生割合が高い箇所の通過 5箇所⇒4箇所）

△

製造業等の
⽀援

業務拠点(製造業等)からの
アクセス性

・業務拠点と近接するためアクセス性に優れる
（業務拠点東部から現道（終点部）への所要時間 4.5分⇒3.9分）
（業務拠点西部から現道（始点部）への所要時間 13.5分⇒7.3分）

○
・業務拠点から離れるためアクセス性は変わらない
（業務拠点東部から現道（終点部）への所要時間 4.5分⇒4.5分）
（業務拠点西部から現道（始点部）への所要時間 13.5分⇒13.5分）

×

・現道改良により業務拠点からのアクセス性は向上
・現道を活⽤するため踏切の通過を伴う
（業務拠点東部から現道（終点部）への所要時間 4.5分⇒4.3分）
（業務拠点西部から現道（始点部）への所要時間 13.5分⇒9.1分）

△

医療施設への移動信頼
性・速達性の向上

現道課題
(運搬排雪区間等)の回避

・現道課題(運搬排雪区間等)の回避により、⼩国町から域外の医療施設へ
のアクセス性が良く、移動信頼性・速達性が向上
（小国町立病院から置賜総合病院への冬期搬送時間 45分⇒43分）

○
・⼩国町市街地からアクセスが遠隔地であり、域外の医療施設への移動信

頼性・速達性は変わらない
（小国町立病院から置賜総合病院への冬期搬送時間 45分⇒45分）

×

・現道課題(運搬排雪区間等)が改善され、⼩国町市街地から域外の医療施設への
アクセス性が良く移動信頼性・速達性は向上するが、市街地部の代替路が確保でき
ない
（小国町立病院から置賜総合病院への冬期搬送時間 45分⇒44分）

△

観光振興の⽀援
⽇東道(荒川胎内IC)〜

東北中央道(南陽⾼畠IC)
間の移動時間

・別線整備のため、速達性に優れる
（新潟市～仙台市の所要時間 236分⇒230分）

△
・最短ルートであり、速達性に最も優れる
（新潟市～仙台市の所要時間 236分⇒229分）

○
・現道を活⽤するため交差点や沿道の出⼊交通に
より速達性に劣る
（新潟市～仙台市の所要時間 236分⇒231分）

×

⽣
活
・
⾃
然

環
境
へ
の

配
慮

⽣活環境
現道沿い家屋への

影響
・市街地部を通過する交通が別線に転換するため
現道沿線の環境が改善 ○

・市街地部を通過する交通が別線に転換するため
現道沿線の環境が改善 ○

・市街地部を通過するため、沿道環境は改善しない
・⼩国町の⽬指す街づくりと整合しない ×

中⼼市街地からの
利便性 ・中⼼市街地からの利便性にやや優れる △ ・中⼼市街地からの利便性に劣る × ・中⼼市街地を通過するため、利便性に優れる ○

⾃然環境 ⾃然環境の改変 ・全線新設のため、影響が⼤きい △ ・全線新設のため、影響が⼤きい △
・⼩国市街地から新潟⽅⾯は、新設のため、 影響は⼤きい
・⼩国市街地は、現道改良のため影響は少ない 〇

そ
の
他

⼯事の影響 現道交通への影響 ・現道での⼯事が少なく、交通規制が少ないため、
現道交通への影響はほとんどない ○

・現道での⼯事が少なく、交通規制が少ないため、
現道交通への影響はほとんどない ○

・市街地の区間が現道改良であるため、交通規制が
発⽣し、現道交通への影響が⼤きい △

⽀障家屋
（参考）

⽀障となる家屋数等
家屋・⼩屋等 約 ４０ 棟 ○ 約 ３０ 棟 ○ 約 １６０ 棟 ×

コスト
（参考） 整備に関する費⽤ ２6０〜３1０億円 ３００〜３５０億円 ２6０〜３1０億円

■ 現況断面図

■ 標準断面図
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【 計画概要 】

・路線名：一般国道１１３号

・区間：新潟県岩船郡関川村大字金丸～

山形県西置賜郡小国町大字松岡

・概略延長：約１３ｋｍ（第1種第3級、2車線、設計速度80km/h）

にいがた いわふね せきかわむら かなまる

やまがた にしおきたま おぐにまち まつおか

土地利用条件（区域指定等）

用途地域

地すべり地・急傾斜地

崩壊危険区域指定地

一般国道

主要地方道

一般県道

運搬排雪が必要な区間

防災点検要対策箇所

【案①】市街地側ルート 全線新設案 延長 約13km
【案②】最短ルート 全線新設案 延長 約11㎞
【案③】市街地側ルート 新設＋現道改良案 延長 約12㎞

（参考）当該事業の経緯

■地元調整の状況

平成27年3月 第１回計画段階評価（東北・北陸地方合同小委員会）
平成27年9月～10月 第１回意見聴取
平成29年3月 第２回計画段階評価（東北・北陸地方合同小委員会）
平成29年12月～30年1月 第２回意見聴取
平成30年10月 第３回計画段階評価（東北・北陸地方合同小委員会）

対応方針（案）決定
■地域の要望など

平成30年5月 新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会が国土交通省に小委員会の
早期開催を要望

平成30年6月 新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会が国土交通省、財務省に
小委員会の早期開催を要望

平成30年8月 山形県知事が国土交通省に新規事業化を要望
平成30年10月 置賜総合開発協議会が国土交通省に小国道路の調査促進を要望
平成30年11月 小国町議会、小国町長が国土交通省、財務省に早期事業化を要望

山形県知事、小国町長が内閣官房、国土交通省、財務省に早期事業化
を要望

平成30年12月 関川村長が国土交通省、財務省に整備促進を要望
平成31年2月 山形県知事、小国町長が国土交通省に新規事業化を要望

【凡例】 ○：改善する・満足する△：一部改善する・やや満足する×：改善しない・満足しない ※（参考）とは、現時点での概算であり、今後のルート検討、土地利用状況等により数量・金額が変更となる場合がある

新潟山形南部連絡道路（関川～小国）における計画段階評価
せ き か わ お ぐ に


